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腺結節の術前鑑別診断における shear wave elastographyの有用性. 日本超音波医学会第93回学術集会; 
20201201-03; Web. 
 
松本佳子, 長谷川翔, 中野恵一, 鈴木聡, 岩舘学, 鈴木眞一. 転移性甲状腺腫瘍の2例. 日本超音波医学会第

93回学術集会; 20201201-03; Web. 
 
過年業績 

 
峯勇人, 岩舘学, 松本佳子, 大河内千代, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 岡田良, 鈴木眞一. 肝腫瘤の精査で発

見された甲状腺濾胞癌の超音波所見. 日本超音波医学会第57回東北地方会学術集会; 20190303; 仙台. 
 
佐久間芽衣, 松本佳子, 大河内千代, 岩舘学, 鈴木聡, 中野恵一, 中村泉, 水沼廣, 福島俊彦, 大石理江子, 
五十嵐崇, 松塚崇, 鈴木悟, 鈴木眞一. 経過中に窒息を呈し救命し得た難治性バセドウ病の1例. 第31回東北甲

状腺談話会; 20190309; 仙台. 
 
岩舘学, 鈴木聡, 水沼廣, 大河内千代, 松本佳子, 中村泉, 福島俊彦, 中野恵一, 鈴木眞一. 甲状腺濾胞癌を

鑑別する分子マーカーの解析. 第119回日本外科学会定期学術集会; 20190418-20; 大阪. 
 
岩舘学, 松本佳子, 大河内千代, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 佐藤直哉, 小船戸康英, 石亀輝英, 岡田良, 
木村隆, 見城明, 志村龍男, 丸橋繁, 鈴木眞一. 肝腫瘤の精査で発見された甲状腺濾胞癌の1例. 日本臨床外科

学会 第6回福島県支部学術集会; 20190427; 福島. 
 
東孝泰, 岩舘学, 松本佳子, 大河内千代, 水沼廣, 鈴木聡, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦, 鈴木眞一. 当科で

手術を施行した甲状腺濾胞性腫瘍287例の検討. 第92回日本内分泌学会学術総会; 20190509-11; 仙台. 日本内分
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泌学会雑誌. 95(1):395. 
 
岩舘学, 木村芝生子, 鈴木眞一. 遺伝子改変マウスを用いた甲状腺再生メカニズムの解明. 第92回日本内分泌学

会学術総会; 20190509-11; 仙台. 日本内分泌学会雑誌. 95(1):449. 
 
片方雅紀, 岩舘学, 松本佳子, 大河内千代, 水沼廣, 鈴木聡, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦, 鈴木眞一. 静脈

内腫瘍塞栓を形成した甲状腺濾胞癌の3例. 第92回日本内分泌学会学術総会; 20190509-11; 仙台. 日本内分泌学

会雑誌. 95(1):477. 
 
深井智司, 松本佳子, 大河内千代, 中野恵一, 鈴木聡, 岩舘学, 水沼廣, 菅原茂耕, 萱野大樹, 織内昇, 鈴
木眞一. 当科における甲状腺分化癌に対する放射性ヨウ素内用療法の経験. 第92回日本内分泌学会学術総会; 
20190509-11; 仙台. 日本内分泌学会雑誌. 95(1):478. 
 
岩舘学, 松本佳子, 大河内千代, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 鈴木眞一. MEN2のRET変異保有未発症者に

対する予防的甲状腺全摘術の試み. 第25回日本家族性腫瘍学会学術集会; 20190614-15; 東京. 
 
山谷幸恵，岩舘学，松本佳子，長谷川翔，鈴木聡，水沼廣，橋本優子，鈴木眞一. 甲状腺濾胞性腫瘍の穿刺

吸引細胞診の検討. 第7回日本甲状腺病理学会総会学術集会; 20190713 ; 福井. 
 
岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦, 志村浩己, 鈴木眞一. 甲状腺

嚢胞性病変の超音波画像. 第43回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20191005-06; 福島. 乳腺甲状腺超音波

医学. 8(4):58. 
 
松石彬, 岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 鈴木眞一. 他院で同定されなかった原発

性副甲状腺機能亢進症の超音波所見. 第43回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20191005-06; 福島. 乳腺甲

状腺超音波医学. 8(4):117. 
 
塩功貴, 岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 鈴木眞一. 甲状腺腫瘍との鑑別が必要で

あった軟骨腫瘍の1例. 第43回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20191005-06; 福島. 乳腺甲状腺超音波医

学. 8(4):143. 
 
岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 鈴木眞一. 細胞診で甲状腺未分化癌が疑われた甲

状腺硝子変性組織の1例. 第43回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20191005-06; 福島. 乳腺甲状腺超音波

医学. 8(4):159. 
 
鈴木眞一, 岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 大河内千代, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦. 小児

若年者甲状腺癌片葉切除後のTSH機能の推移について. 第62回日本甲状腺学会学術集会; 20191010-12; 前橋. 
 
長谷川翔, 岩舘学, 松本佳子, 中野恵一, 水沼廣, 鈴木聡, 鈴木眞一. 甲状腺癌におけるCRP、好中球・リン

パ球比の検討. 第62回日本甲状腺学会学術集会; 20191010-12; 前橋. 
 
岩舘学, 木村芝生子, 鈴木眞一. 甲状腺幹細胞におけるNKX2-1の発現とTGF-βシグナルの役割について. 第
62回日本甲状腺学会学術集会; 20191010-12; 前橋. 
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鈴木聡, 長谷川翔, 松本佳子, 大河内千代, 岩舘学, 中野恵一, 中村泉, 水沼廣, 鈴木眞一. 過去14年間の

当科における縦隔内甲状腺腫手術症例の検討. 第62回日本甲状腺学会学術集会; 20191010-12; 前橋. 
 
塩功貴, 岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 鈴木聡, 水沼廣, 岡田良, 鈴木眞一. 肝腫瘤の精査で発見された甲状

腺濾胞癌の1例. 第62回日本甲状腺学会学術集会; 20191010-12; 前橋. 
 
松石彬, 岩舘学, 鈴木聡, 松本佳子, 長谷川翔, 中野恵一, 水沼廣, 菅原茂耕, 萱野大樹, 織内昇, 鈴木眞

一. 当科における甲状腺分化癌に対する放射性ヨウ素内用療法の経験. 第62回日本甲状腺学会学術集会; 
20191010-12; 前橋. 
 
塩功貴, 岩舘学, 東孝泰, 松石彬, 松本佳子, 長谷川翔, 鈴木聡, 中野恵一, 水沼廣, 鈴木眞一. 当科で手術

を施行した甲状腺濾胞性腫瘍の検討. 第52回日本内分泌外科学会学術大会; 20191017-18; 東京. 日本内分泌外科

学会雑誌. 36(増刊):S314 . 
 
岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 鈴木聡, 水沼廣, 中村泉, 福島俊彦, 中野恵一, 鈴木眞一. 甲状腺濾胞性腫瘍

を鑑別する発現マーカーの解析. 第52回日本内分泌外科学会学術大会; 20191017-18; 東京. 日本内分泌外科学会

雑誌. 36(増刊):S320. 
 
松石彬, 岩舘学, 松本佳子, 鈴木聡, 長谷川翔, 水沼廣, 中野恵一, 菅原茂耕, 萱野大樹, 織内昇, 鈴木眞

一. 当科における甲状腺分化癌に対する放射性ヨウ素内用療法. 第52回日本内分泌外科学会学術大会; 20191017-
18; 東京. 日本内分泌外科学会雑誌. 36(増刊):S353 . 
 
関野瑞希, 岩舘学, 山谷幸恵, 松本佳子, 大河内千代, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦, 鈴
木眞一. 甲状腺癌におけるProgrammed death-ligand 1（PD-L1）発現の検討. 第52回日本内分泌外科学会学術

大会; 20191017-18; 東京. 日本内分泌外科学会雑誌. 36(増刊):S137. 
 
塩功貴, 松本佳子, 岩舘学, 長谷川翔, 鈴木聡, 水沼廣, 鈴木眞一. 甲状腺中毒性周期性四肢麻痺を呈した自

律性機能性甲状腺結節の1例. 第81回日本臨床外科学会総会; 20191114-16; 高知. 日本臨床外科学会雑誌. 80(増
刊):671. 
 
山谷幸恵, 岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 鈴木理, 鈴木眞一. 免疫染色が有用で

あった甲状腺乳頭癌による癌性胸膜炎の1例. 第58回日本臨床細胞学会秋期大会; 20191116-17; 岡山. 日本臨床

細胞学会雑誌. 58(増刊2):637. 
 
〔シンポジウム〕 
 
鈴木眞一. 甲状腺用語診断基準委員会企画シンポジウム「超低リスク微小乳頭癌のアクティブサーベイランス」内

分泌外科学会のアンケート. 第44回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20200405-06; 誌上. 
 
過年業績 

 
岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦, 志村浩己, 鈴木眞一. 甲状腺

疾患における shear wave elastography. 第43回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20191005-06; 福島. 乳腺

甲状腺超音波医学. 8(4):64. 
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〔特別講演〕 
 
鈴木眞一（座長）. 機能性膵消化管神経内分泌腫瘍の治療. 第2回東北GEP-NET研究会; 20200111; 仙台. 
 
鈴木眞一. 甲状腺疾患における薬物療法について. 福島県病院薬剤師会 郡山支部学術講演会; 20200115; 郡山. 
 
鈴木眞一（座長）. 甲状腺機能評価の5つのポイント. 第21回うつくしま甲状腺フォーラム; 20200221; 郡山. 
 
岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 塩功貴, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 鈴木眞一. RET遺伝子変異部位からみた

MEN2手術の検討. 第32回日本内分泌外科学会総会; 20200917-18; Web/誌上. 日本内分泌外科学会雑誌. 37(増刊

1):S97. 
 
中野恵一（座長・発表者）, 佐々木英司. 「原点から飛躍へ」甲状腺 超音波ガイド下甲状腺細胞診練習のた

めのファントムの作り方と練習方法について. 第45回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20200919-20; Web. 
 
鈴木眞一. 小児甲状腺腫瘍に関係する治療経験. 第62回日本小児血液・がん学会学術集会; 20201122; Web. 
 
過年業績 

 
岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 鈴木聡, 水沼廣, 鈴木眞一. 外科医の立場からみた境界病変（NIFTP, WT-
UMP）. 第52回日本内分泌外科学会学術大会; 20191017-18; 東京. 日本内分泌外科学会雑誌. 36(増刊):S239 . 
 
岩舘学, 鈴木聡, 松本佳子, 長谷川翔, 中野恵一, 水沼廣, 菅原茂耕, 萱野大樹, 織内昇, 鈴木眞一. 放射性

ヨウ素治療施設におけるバセドウ病手術の検討. 第81回日本臨床外科学会総会; 20191114-16; 高知. 日本臨床外

科学会雑誌. 80(増刊):422 . 
 
岩舘学, 木村芝生子, 鈴木眞一, 竹之下誠一. NIH留学と一期一会. 第81回日本臨床外科学会総会; 20191114-
16; 高知. 日本臨床外科学会雑誌. 80(増刊):529. 
 
〔招待講演〕 
 
Suzuki Shinichi. 日本における小児・若年者の甲状腺がん診療“Surgical treatment of pediatric thyroid cancer 
in Japan”. 第2回放射線医学県民健康管理センター国際シンポジウム; 20200203; 福島. 
 
〔その他〕 
 
鈴木眞一（座長）. 甲状腺用語診断基準委員会企画シンポジウム 超低リスク微小乳頭癌のアクティブサーベイ

ランス. 第44回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20200405-06; 誌上. 
 
鈴木眞一（座長）. 専門医制度教育セミナー. 第44回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20200405-06; 誌
上. 
 
鈴木眞一（座長）, 岩舘学. 県民健康調査「甲状腺検査」、甲状腺結節に対する外科治療について. 令和2年度甲
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状腺検査者育成事業講習会; 20200712; 郡山. 
 
鈴木眞一（座長）, 坂本穆彦. 甲状腺細胞診と組織診. 令和2年度甲状腺検査者育成事業講習会; 20200712; 郡
山. 
 
鈴木眞一（座長）, 志村浩己. びまん性甲状腺疾患の診断. 令和2年度甲状腺検査者育成事業講習会; 20200712; 
郡山. 
 
鈴木眞一（座長）, 貴田岡正史. 甲状腺疾患の診かた－びまん性疾患と結節性病変－. 令和2年度甲状腺検査者

育成事業更新講習会; 20200726; 郡山. 
 
鈴木眞一（座長）, 志村浩己. 県民健康調査「甲状腺検査」. 令和2年度甲状腺検査者育成事業講習会; 
20200830; 会津若松. 
 
鈴木眞一（座長）, 谷口信行. 超音波の基本と基礎. 令和2年度甲状腺検査者育成事業講習会; 20200830; 会津

若松. 
 
鈴木眞一（座長）, 廣川満良. 甲状腺の病理と細胞診. 令和2年度甲状腺検査者育成事業講習会; 20200830; 会
津若松. 
 
鈴木眞一（座長）, 横谷進. 小児甲状腺疾患について. 令和2年度甲状腺検査者育成事業講習会; 20200830; 会
津若松. 
 
鈴木眞一（座長）. 学会賞受賞講演 素晴らしい出会いに感謝して. 第32回日本内分泌外科学会総会; 
20200917-18; Web/誌上. 
 
鈴木眞一（座長）, 菅間博, 他 3 名. 甲状腺診療 変わるもの 変わらないもの. 第32回日本内分泌外科学会

総会; 20200917-18; Web/誌上. 
 
鈴木眞一（座長）. 甲状腺超音波ガイド下穿刺専門資格認定医委員会企画. 第45回日本乳腺甲状腺超音波医学会

学術集会; 20200919-20; Web. 
 
鈴木眞一（座長）, 貴田岡正史. 甲状腺疾患の診かた－びまん性疾患と結節性病変－. 令和2年度甲状腺検査者

育成事業更新講習会; 20200927; 郡山. 
 
鈴木眞一（座長）, 鈴木悟. 甲状腺について. 令和2年度甲状腺検査者育成事業講習会; 20201004; 郡山. 
 
鈴木眞一（座長）, 長沼廣. 超音波検査から見た甲状腺結節性病変の鑑別 画像・細胞診における鑑別診断の難

しさと今後の課題. 令和2年度甲状腺検査者育成事業講習会; 20201004; 郡山. 
 
鈴木眞一（座長）, 原尚人. 甲状腺結節の診断と治療（外科）基礎と最新のガイドライン等変更点. 令和2年度

甲状腺検査者育成事業講習会; 20201004; 郡山. 
 
鈴木眞一（座長）, 貴田岡正史. 甲状腺疾患の診かた－びまん性疾患と結節性病変－. 令和2年度甲状腺検査者
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育成事業更新講習会; 20201108; 郡山. 
 
鈴木眞一（座長）, 猪原秀典, 宮内昭. 最近の甲状腺癌診療の実態：内分泌内科医師に知ってほしいこと. 第63
回日本甲状腺学会学術集会; 20201119-1215; Web. 甲状腺額の伝承と発展プログラム・抄録集. 10. 
 
鈴木眞一（座長）. 会長企画 医師のためのアンガーマネジメント. 第53回日本内分泌外科学会学術大会; 
20201126-27; Web. 
 
鈴木眞一（座長）. ランチョンセミナー3 がんゲノム医療時代における甲状腺がんに対する薬物療法. 第53回

日本内分泌外科学会学術大会; 20201126-27; Web. 
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